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方法

１．調査対象・期間

２．調査方法

３．調査内容

　⑴自己開示尺度



　⑵友人関係の深度尺度

　⑶自己肯定意識尺度



結果と考察

１．尺度の分析
　⑴自己開示の際のコミュニケーション・スタイル

　⑵友人関係深度

　⑶自己肯定意識



２．コミュニケーション・スタイルの分類と傾向
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３．コミュニケーション・スタイルと友人関係深度の関連









４．コミュニケーション・スタイルと友人関係深度が自己肯定意識に与える影響









全体的考察
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